
 

前期の締めくくりを迎えるにあたり、校長講話にて「あいさつ」について子どもたちとお話をしまし

た。実は夏休み明けの頃、朝のあいさつを交わす声が少し減ってしまい、少し寂しく感じる日々がありま

した。そこで「子どもたちの素敵な姿をもっと見つけたい」という思いから、毎朝のあいさつを記録する

「あいさつカウンター」という取り組みを始めてみました。ＡＩに、「タブレット画面をタッチすると、

あいさつした回数をカウントするアプリを作って」とお願いしたら、タッチした回数を数えるアプリが

出来上がりました。 

さっそく１０月１日の朝から使ってみると、子どもたちの意識に素晴らし

い変化が生まれました。初日は 78％だったあいさつの返答率が、翌日には

97％、そして 3 日目にはなんと 100％を達成したのです！今では、校長が声

をかける前に、子どもたちの方から「おはようございます！」と弾けるよう

な笑顔で元気に声をかけてくれる姿が広がっています。 

学校の合言葉である「かがやく自分 つながる仲間」の通り、元気なあいさ

つは自分も相手も温かい気持ちにしてくれます。後期も、ご家庭や地域の中

で子どもたちの心地よいあいさつの声が響き渡るよう、あたたかく見守って

いただければ幸いです。 

 

前期の終業式で「あいさつカウンター」の話をしてから、後期スタートの登

校時の昇降口にさらに嬉しい変化が生まれています。 

実は、あいさつカウンターのカウント音を「ピンポーン」から、子どもたち

になじみ深いゲームのコインゲット音に変更してみたのです。すると、子ども

たちの登校風景が一変しました。音が鳴るたびに「もっとあいさつしたい！」

というワクワク感が広がったようで、中村小学校の全校児童 119名に対し、な

んと毎朝 500回を超えるあいさつがカウントされるようになりました。 

計算すると、1 人あたり平均約 5 回ものあいさつを交わしていることになります。何より素敵なのは、

校長や教職員が声をかけるのを待つのではなく、子どもたちの方から「おはようございます！」と弾ける

ような笑顔で駆け寄ってきてくれるようになったことです。 

「ありがとう」「大丈夫？」そして元気な「あいさつ」。魔法の言葉が飛び交う昇降口は、毎朝、最高の

元気に包まれています。温かい言葉のかかわりを大切にしながら、後期も子どもたちの輝く姿を育んで

まいります。 
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運動会に向けて、

学校全体が    

がんばっています！ 

★運動会についてのお知らせ★ 

天候不順の場合は当日６時に判断し、延期の

場合のみ、すぐーるで家庭連絡いたします。 

実施・中止の対応については、右の表のよう

になります。よろしくお願いします。 

あいさつカウンター 

アプリの画面 


